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新型コロナウイルスの感染予防策

1.マスクの着⽤を含む咳エチケット
2.⼿洗いの励⾏、消毒
3.感染経路別予防策；⾶沫予防策と接触予防策
4.3つの密の回避
5.新しい⽣活様式の実践

出典：⾸相官邸HPより

職員・利⽤者ともに標準予防策＋感染経路別予防策を徹底



1.咳エチケット
・マスクは、花粉やホコリ、病原体などの粒⼦が体内に侵⼊する
ことを減らすとともに、咳やくしゃみによるしぶき（⾶沫）が
⾶ぶのを防ぐ⽬的で使⽤される。

・マスクには、⽇常よく⽬にするガーゼマスクや不織布マスクの
他、医療⽤サージカルマスクや、感染者の隔離病棟で利⽤
される感染予防⽤マスク（N95マスクなど）、さらに⽣物化学
兵器を想定した防毒（防護）マスクと⽬的に合った⾊々な種類
がある。

出典：⾸相官邸HPより

・マスクをしていない状態で咳やくしゃみを
する時は、ティッシュやハンカチ、袖を
使って⼝や⿐をおさえる。



2.⼿洗いの励⾏、消毒

・⼿洗いは感染対策の基本であり、「1ケア1⼿洗い」、
「ケア前後の⼿洗い」が基本となる。

・「消毒薬による⼿指衛⽣」と「液体⽯けんと流⽔による
⼿洗い」がある。

・アルコールへのアレルギーなどがなければ、通常はエタノール
含有消毒薬を⽤いる。⽬に⾒える汚れが付いている場合には、
特に液体⽯けんと流⽔による⼿洗いを⾏う。

・共⽤物に触れた際には⼿洗いを⾏い、共⽤物も必要に
応じて消毒を⾏う。

出典：⾸相官邸HPより



3.感染経路別予防策；⾶沫予防策と接触予防策

・新型コロナウイルスの感染源は気道分泌物および糞便である。

・⾶沫ならびに接触予防策は、ウイルスが⽬、⿐、⼝の粘膜に接
触・付着するのを防ぐことが⼤切。

・勤務時にはマスク以外に、必要に応じて⼿袋、フェイスガード、
ゴーグル、アイシールド、キャップ、ガウンを装着する。



4.3つの密の回避
「密閉」「密集」「密接」しない！

・他の⼈と⼗分な距離を取る。（2m以上）
・窓やドアを開け、こまめに換気する。
・屋外でも密集するような運動は避ける。
・飲⾷店でも距離を取る。（多⼈数での会⾷は避ける）
・会話をするときはマスクをつける。
・電⾞やエレベーターでは会話を慎む。

出典：⾸相官邸HPより



5.新しい⽣活様式の実践

・⾝体的距離を確保するよう、⼈との間隔はできるだけ2m
（最低1m）空ける。

・会話をする場合は可能な限り真正⾯を避け、⼈との間隔が
⼗分とれない場合はマスクを着⽤する。
・咳エチケットを徹底する。
・誰とどこで会ったかをメモする、接触確認アプリを活⽤する。
・帰宅時、家に帰ったらまず⼿や顔を洗う。
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